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(2)放流量の 目安

怒田橋の流量は降水量の影響 を受けて変化す る。

君津環境整備セ ンターの浸出水処理施設の処理水の塩化物イオンは 2,500mg/L以 下 とす

る計画であ り、灌漑期の怒 田橋での塩化物イオンを 500mg/L以 下に抑制す るためには、次

の訓算例で示す とお り、河川流量の 1/5の 放流量に減量調整す ることで守 るべき基準を満

足する。

(計 算例)完全混合式

Q。 ×Co tt Ql× Cl
C=

Q。 十 QI

こ こ で 、

C  :怒 田橋 の予測濃 度 (mg/L)

Q。  :怒 田橋 の流 量 (m3/日 )

C。  :怒 田橋 の濃度 (mgん )

Ql  :排 水 量 (m3/日 )

CI  :俳 水濃度 (mg/L)

今 、 C=500mg/L、 Q。 =Am3/日 、 C。 =Omg/L、

Ql=x m3/日 、Cl=2,500mg/L

とすると

500=(AXO+X× 2,500)/((A― X)十 X)

X=A× (500/2,500)=A× (1/5)

(3)怒 田橋流域 の河川流量変化を考慮 した放流量 と浸出水調整槽 の貯留状況の試算

タンクモデルの考え方で、毎 日の怒 田橋流域の降水量、蒸発、地下浸透、雨水流出、基

底流出、及び浸出水処理施設か らの放流水、及び浸出水調整槽の貯留量変化の要素を整理

して水収支モデル を作成 し、怒 田橋流域の河川流量変化 を考慮 した放流量 と浸出水調整の

貯留状況の試算を行 う。

怒田橋での濯漑期 における塩化物イオンを 500mg/L以 下 とするためには、河川流量の 1/5

以下となるよ う、処理水の放流量を減量調整す る必要があるが、無降水 の時期に多量の降

水があつた場合には直ちに河川流量が回復 しない こともあるため、発生す る浸出水量を一

旦調整槽に貯留す る必要がある。

一方、多量の降水があつた場合は浸出水量が増加 し、増設事業にお ける計画処理水量

800m3/日 以上の浸出水が発生す る場合があ り、この時にも調整槽で貯留す る必要がある。

増設事業 で全体の調整槽容量が 45,000m8と なるが、この調整槽 の調整状況を試算 し、調

整可能なことを検証す る。

2010年 ～2015年 の 6年間の君津環境整備セ ンター場内の降水量記録 を用いた試算結果 を

次頁以降に示 した。

試算結果によると、灌漑期での浸出水処理施設の調整方策 として以下の対応であれば、

怒田橋で塩化物イオンを 500mg/L以 下にす ることが可能であ り、また、浸出水調整容量も

十分対応ができると予浪1さ れた。

灌漑期以外の浸出水処理施設の運転方法 (連 続運転や運転の体止等)は、浸出水調整槽

内の貯留状況や施設の維持管理の効率性 を考慮 して設定す るもの とす る。
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【浸出水処理施設の運転方法】

浸出水調整量の最大調整量 (浸 出水調整槽の必要容量 )

運転の 目安
(降 水量の状況で判断 )

運 転方法 摘 要

20mm/日 以上

河川 流 量 5,000m3/日 以上

が 2日 続 く傾向があるので

原則 と して 800m3/日 の運

転を 2日 行 な う。

排 水 量 は降水量の状況 で判
断す る。
① 20mm/日 以上が継続す る場
合 は、その降水量に応 じて、
800m3/日 の運転期 間は 長 く
な る。

② 無 降水 の期 間が長い場 合
は この限 りではなく、怒 田橋
の流 量 を確 認 して排水 量 を
決定す る。

10-20mm/日 未満
原貝けとして 400～ 800m3/日

の運転 とす る。

10mm/日 未満 が 2週 間程 度
原則 として 200～ 400m3/日

の運転 とす る。

10mm/日 未 満 が 2週 間以 上続

く場合

原則 と して運転 を体 止す

る。浸出水は無降水時でも

200m3/日 程 度 は 流 出す る

が、運転休止対応の浸出水

調 整 容 量 と して 調 整 槽

45,000m3の 約 50%を 充てる

と、約 3.7ヶ 月程度の運転

休止 が可能 となる。

年 年間降水量 (mm) 最大調整量発生月 最大調整量 (m3)

2010 2288.5 11月 上旬 25,023

2011 1706.5 9月 下旬 23,331

2012 2081,0 10月 上旬 19,779

2013 1800.5 10月 下旬 35,353

2014 1798.3 10月 上旬 25,324

2015 2424.5 9月 中旬 37,944

資 1-31



年間降水員 (mm/年 )  22885
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※下のグラフは、流量関連の縦軸を 10倍 にスケールア ップ した ものである。

※以下のグラフも同様である。
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年間降水量 lmm/年 )  17065
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年間降水量 (mm/年 )  20810
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年間際水量 lmm/年 )  18005
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年間降水量 (mm/年 )  17983
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年間降水霊 (mm/年 )  24246
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【怒田橋の河川流量の実測流量 と推計流量の比較】

2010年～2015年に毎月 2回 測定 している怒 田橋の実沢I河 川流量か ら処理水の排水量を差

し引いた水量 と水収支モデルで試算 され る推計河川流量の比較 を行い次図で示 した。

※上のグラフで示 した推計流量は、上限値 (10,000m3)ょ りも多 くなる場合がある。

図 怒 田橋の実測河川流量か ら排水量を差 し引いた流量 と推計流量の比較 グラフ

怒田橋における河川流量 (実沢1河 川流量か ら浸出水の排水量を差 し引いた流量)と 推計

流量を比較す ると、河川流量は、流量の少ない 日は河川流量の方が推計流量 よ りも多 くな

る傾向にあ り、流量の多い 日は河川流量 よ りも推計流量の方が多 くなる傾 向がある。

排水量の減量調整は、濯漑期の河川流量の少ない時に怒田橋における塩化物イオンを

500mg/L以 下にす るために行 うものである。河川流量 より少ない推計流量 を対象 として 1/5

の排水量になるよ う減量調整する計画 としているため、安全側 の計画 としている。
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2.モ ニタリング方法

灌漑期 において、怒 田橋 における塩化物 イオ ン等の測定頻度 、採水箇所 、採水方法、

測定方法、測定結 果 の記録要領等 を次の とお り行い、水質環境保全 を行 う。

(1)塩 化物イオ ン等 の測定頻度

①測定項 目

河川水質 :化 学的酸素要求量 (COD)、 全窒素 (T一 N)、 塩化物イオン

河川流量 :怒 田橋

排水水質 :化学的酸素要求量 (COD)、 全窒素 (T一 N)、 塩化物イオン

排水量  :放 流 口 (合 流放流槽 )

②測定頻度

濯漑期 (4～ 9月 )に原則 として、毎月 2回 とする。

※採水 は流況 に影響のある降雨の 日を除 く
・ 1回 目 (第 1週 を基本 とす る)… 放流 日との同 日採水を行 う (放 流 口での採水

の約 7時間
※
経過後 )

※7時 間の根拠…流速の調査結果 (平成 22年 ～27年 の全 131回 )よ り、放流 口か

ら約 2.2km離 れた怒田橋まで到達す る最長期間が 6.7時 間 (■約 7時 間)と 計算 さ

れた
。2回 目 (第 3週 を基本 とす る)― 。その他に降雨が連続 していない 日 (3日 間)に
採水を行 う

。上記の他 に第 2週 と第 4週 の 2回 、検知管
※を用いた塩化物イオン濃度の測定

を行 う

※使用す る検知管…IM01221LJl

※測定範囲   …25～ 1,000mg/2(検 知限度 lmg/2)

(2)測 定箇所及 び採水箇所

怒 田橋

放流 日 (合流放流槽 )

(3)採水方法

定められた方法で採水

(4)沢1定方法

化学的酸素要求量 (COD):」 IS K 0102 17
全主璧曇舜ミ(T一N): 」ISK  0102  45,4

塩化物イオ ン :JISK 0102 35.3
流量 :建設省河川砂防技術基準

(5)測 定結果の記録要領

測定結果 は、一定の様式に記載す るとともに、グラフ等にプロッ トし濃度の変

化が分かるよ うに記録する。

(6)怒 田橋で水稲 の生育に対す る水質汚濁の 目安を超過 した場合の対応
・怒 田橋で検知管沢1定 を行い、塩化物イオン濃度 500mg/2を 超過 した場合はただ

ちに放流 を停止す る
。すみやかに放流 口及び怒 田橋での濃度・流量を確認 し、原因の調査を行 う
。原因に応 じた対応 を行い放流が可能であると判断 した場合には放流を再開す る
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(1)施工時における資材等運搬車両等の交通量

表-1(1)施 工時 にお ける資材等運搬 車両等 の交通量

予測地点 1(林道戸面蔵工線)

(単 位:台/時 )

時間帯
般交通 ht 資材等運搬 f「両 廃束物搬人

'「
画 全 体

′1ヽ
ア型 大サ「l 今 討 ′卜′型 人

'T 合 ,争 ト イヽ
'世

大11 合 I:1 ′卜
'〔

世 大 li l 合 |十

t O 0 0 I t

0 15 0 15 0 0 20 O

8～ 9 3 3 0 2 2 2 2 4

9～ 10 2 O 8 0 8 2 18

10-11 0 8 8 0 8 8 16

11～ 12 8 8 16 23
12-13 O O 1

13～ 11 8 8 8 16

11-15 0 8 16 18

15-16 0 4 1 8

16-t7 2 0 1 8 10

2 0 2 10 12 12

2 0 2 5 5 O 7 7

19-20 O 0 0

20-21 1 O O

21～ 22 O 0 O 0

22-23 O 0 0 O 0 O

O O O 0 O

O^-1 O 0 0

0 0 0 O

2-3 0 0 O 0 0

3-′ 1 0 0 0 0 0
′(-5 0 O 0 0

5-6 0 O 0 0 O O

合言ト 13 0 80 0 50 SO 73 100 173

予測地点 2(君津市道 :福野)

(単 位 :台 /時 )

Iヤ |卜 |イ iキ

般交通 年t 資材等運搬呻IIT 廃楽物搬人‖:市
i 企 lオ、

小型 大 型 合 fト 月ヽ′型 大4! 合言「 ′
1ヽをi! 大

'Fl
合 ff ′1、′〔壁 人

'i!
今 耐

6-´  7 O 0 O 0 0 0 0 0 O

4 15 0 0 19 0

3- 9 2 2 0 2 2 12

9-10 1 24 8 3 32

2 O 24 0 8 2 32 34

24 0 8 8 33

O O 0 0

t3-11 24 24 O 8 8 O 32

11^ヤ 15 3 0 24 24 0 8 2 35

15～ 16 O 12 12 4 4 O 16

16-17 0 0 12 4 21

17-13 0 0 0 0 0

18-19 0 0 0 0 0 0 O O 0

19-20 O O 0 0 0 0 0 0 0 O
20-21 0 0 0 0 O

21^V22 0 0 0 O

22´-23 0 O O 0 0 0 0 0 0

23-0 0 O O 0 0 0 0 O 0

0へ 1́ O O O 0 0 O O 0 0 0

1^ヤ 2 O O 0 0 0 0 0 O O

2-3 0 0 0 0 0 0 0 O

3-4 O 0 0 0 O O O

4-5 O 0 O O 0 0 0
5-6 I 0 0 O 0

合 f 32 4 36 t5 150 165 50 47 20イ 1 2う t
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表-1(2)施 工時における資材等運搬車両等の交通量

予測地点3(市原市道85号線 :石塚)

/時

賞材筆運 l般 中Wi 庇束物搬人卓‖F 仝十1

′Jヽ

'牲
大型 合 計 ′1ヽ !〔 ! 人

'型
合帝「 ′∫、,Fl 大チモ' 合√| 小 型 大型 合 ril

0 O 0 0 0 O O

7- 8 24 0 0 24

8～ 9 9 0 6 0 15

2 7 0 0 26 31

IO― ít 0 0 24 29

8 2 tO 0 24 O 0 8 26

12～ 13 2 0 2 0 0 0 O 2

13-14 2 i3 24 24 0 26

t4～ 15 0 2 0 24 24 0 0 2 24

15～ 16 I
12 0 10 23

16～ 17 0 12 12 0 0 11

17～ 18 tO 1 0 10 0 21

0 5 0 9

19-20 0 O O

20-2t 0 O 0 0

0 3 0 0 0 0 O

O 0 0 0 O 0

1 O 0 0 0 0 0

0-1 2 0 2 2

t～ 2 0 0 0 0

O 0 0 0

3-1 O 0 0 0 O

O 0 0 0 O

5‐ 6 0 O 0

合 ,「 H9 15 150 165 126 158

時間 |1手

lx文 地 上ヽ

予測地点4(市原市道85号線 :菅野)

1手 P4イIF

般交通 駐 資材絆運搬 車
「

F 廃束物搬人 中面 全 体

ノJヽ
′「覺 大

'Fl

〈
ロ

ー

入ナff 合 f ′トナ〔! 大 型 合 計 小型 大 !「 !
/｀

1,「

12 0 O 12 12

1 50 15 0 O O

19 2 O 12 0 2

11 5 0 48 0 8 61

tO 1 0 48 0 8 8 10 57

11‐ 12 17 I O 48 0 8 17 57

12～ 13 19 0 19 O 0 O 19

(3‐ 1́1 3 20 48 8 8 17 59

11～ 15 2′ 1 1 25 0 48 0 57 81

15ヽ 16 1 16 0 4 4 15 29

16-17 32 0 0 60

17-18 1 21 10 0 0 0 31

18～ 19 t5 0 15 5 5 0 20

19-20 10 0 10 0 0 0 0 t0 10

20-´ 21 7 0 O 0 0

21‐ 22 0 O 0 6

22⌒ヤ23 0 t 0 0 0 0

23‐ O 0 1 0 0 O 0 0

O-1 1 1 0 0 0 O O

t´
ヤ2 0 0 O |

2-3 O 0 O O O O

0 O O 0 0

4'ヽ 5́ 0 0 0 O O

5‐ 6 3 0 3 0 0 3 0

合 ,「 293 16 309 30 300 380 0 50 323 366 689
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表-1(3)施正時における資材等運搬車両等の交通量

予測地点5(林道坂畑線 !保育園付近 )

予測地点6(国道465号 :稲 ヶ崎)

(|をィit

時川イ!子
般 交通 監 資材等速搬

“

ll l)と 棄物 l般人 車lll 全 体
ア
lヽ 型 大チ〔 合 fト 小 型 入

'fl
合 計 ′すヽ′型 大 型 合 f「 小 型 大 型 合 尉

6- 7 0 10 0 tO
7～ 8 3 15 15 31 34

13 3 16 0 : t3 18
9- 10 3 12 4 4 20

0 O 4 4 0 4 13

1(-12 0 10 4 4 O 1 4 8

12-13 1 6 0 0 O 0 0

7 I 0 4 7 9 16

10 3 4 O 4 11 21
15～ 16 15 2 0 2 2 2 15 6 21

7 I 0 2 2 7 t2

17-18 0 8 tO O 0 O 0
18～ 19 I 0 1 5 O 0 0 6 6
19-20 0 1 0

20-21 0 O 0
I

21-22 0 0 0 O

3 0 3 0 0 O 3

23-O 0 0 0 0 0
O O 0 0 0

1^ヤ 2 O 0 0 0 0
2-´ 3 O 0 0 0 0 O

0 0 O 0 0 0

4-5 0 0 0 0 0 O
5-6 O 0 O 0 0 O O

合 I:1 120 13 25 55 0 25 25 68

台/時 )

1与‖fl帯
膚箕交大rl sと 資羽幹運 l般 Ⅲ両 廃束物熾入 1[両 全 l本

/1ヽ刀赳 人 I壁 合√「 ′Jヽイ「! 大型 合 ,| /1ヽ 1型 大
'11

合と「 ′1ヽ ′f聖 大
'Fl

合 tiト

6-´  7 72 77 O 0 72 77
7- 3 7 15 15 0 0 172
3- 9 101 2 2 2 IOI

9へ 1́0 8 8 0 8 8 9′ 1 30 12′ I

10～ H 126 8 0 8 8 117 112
1〔 - 12 105 8 O 0 0 0 0 8

12～ 19 tOO 0 8 8 8 8 97
IS～ 11 12〔 122 8 8 0 8 121

1′ t～ 15 133 0 8 8 8 118
15-16 6 136 4 0 4

16～ 17 7 134 0 4 4 4 127 15

17～ 18 109 6 115 0 10 0 O O H9
18-19 2 77 5 O 5 0 O 80 2 82
19-20 あ7 O O 0 0 O 57
20-21 38 39 38 t 39
21‐フ22 30 O 0 30 30
22^ヤ 23 13 O 13 0 0 O 0 13 0 13

23-0 8 8 0 0 0 O 0 8 0 8
0-1 2 2 0 0 0 2 0 2
1^‐ 2 0 0 0 0 0

2-3 0 O 0 0 0

2 2 0 O 0 0 0 2 0 2
4^ヤ 5 II It O 0 0 O 11 11

5-6 27 3 30 O 0 27 3 30
合言十 1,608 98 1 706 80 O 50 50 198 1 886
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(2)供用時における廃棄物搬入車両の交通量

表-2(1)供 用時における廃棄物搬入車両の交通量

予測地点 1(林道戸面蔵玉線)

予測地点2(君津市道 :福野 )

(単位 :台

時間帯
一般交通量 廃棄物搬入車両 全体

小 型 大型 合計 小型 大 型 合 計 /1ヽ 型 大型 合計

も～ 7 l 0 1 0 0 0 1 0 1

7- 8 5 0 5 0 0 0 5 0

8- 9 3 0 3 0 4 4 3 4 7

9-10 2 0 2 0 16 16 2 16 18

10-11 1 0 1 0 16 16 1 16 17

11-12 7 0 7 0 16 16 7 16 23

12-13 4 0 4 0 0 0 4 0 4

13～ 14 4 0 4 0 16 16 4 16 20

14～ 15 2 0 2 0 16 16 2 16 18

15-16 0 5 0 8 8 5 8 13

16-17 2 0 2 0 8 8 2 8 10

17-18 2 0 2 0 0 0 2 0 2

18^ツ 19 2 0 2 0 0 0 2 0 2

19～ 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20-21 1 0 1 0 0 0 l 0 1

21-22 1 0 1 0 0 0 l 0 1

22-23 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23～ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1-ヤ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4-´ 〔) l 0 1 0 0 0 1 0 1

5⌒V6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 43 0 43 0 100 100 43 100 143

全体資材等ヒ車搬草尚一般交通量
合計/1ヽ 型 大型合計 小 型 大型 合 計小型 大 型

時間帯

0 00 0 0 00 0 06- 7
40 4 00 4 0 07～ 8 4

2 4 64 0 2 22 28～ 9

8 98 8 10 1 09-10 1

108 2 R2 0 810ヽ 11 2 0

2 9 110 8 82 1 311～ 12

70 7 00 7 0 012-13 7

0 8 80 0 8 80 013-14
9 II0 8 8 21 3l■ ψ15 2

44 0 40 0 415-16 0 0

4 90 4 4 55 0 516-17
0 00 5 0 017-18 5

0 0 00 0 0 00 018～ 19

0 00 0 00 0 019-20 0

10 1 01 0 020-21 l 0

0 00 0 0 00 0 021-22
00 0 00 0 0 022-23 0

0 0 00 0 0 00 023-0
0 00 0 0 00 00^Vl 0

00 0 00 0 01-2 0 0

00 00 0 0 00 02～ 3

0 00 0 0 00 0 03-4
00 0 00 0 0 04-5 0

10 1 01 0 01 05-6
54 860 50 50 3232 4 36合計
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表-2(2)供用時における廃棄物搬入車両の交通量

予測地点4(市原市道85号線 :菅野 )

予測地点 5(林道坂畑線 :保育園付近)

時間帯
一般交通量 資材等運搬車両 全体

小 型 大 型 合計 小 型 大 型 合計 ノ
Jヽ型 大 型 合計

6- 7 12 0 12 0 0 0 12 0 12

7～ 8 49 1 50 0 0 0 49 1 50

8-9 19 2 21 0 2 2 19 4 23

9-10 11 5 16 0 8 8 ll 13 24

10-11 10 1 11 0 8 8 10 9 19

11-12 17 1 18 0 8 8 17 9 26

12-13 19 0 19 0 0 0 19 0 19

13-14 17 3 20 0 8 8 17 11 28

14^ψ 15 24 1 25 0 8 8 24 9 33

15-16 15 1 16 0 4 4 15 5 20

16-17 32 0 32 0 4 4 4 36

17-18 23 1 24 0 0 0 23 1 24

18-19 15 0 15 0 0 0 15 0 15

19-20 10 0 10 0 0 0 10 0 10

20⌒V21 7 0 7 0 0 0 7 0 7

21-22 6 0 6 0 0 0 6 0 6

22-23 1 0 1 0 0 0 1 0 1

23-0 1 0 1 0 0 0 1 0 1

0-1 1 0 1 0 0 0 1 0 1

1～ 2 1 0 1 0 0 0 1 0 1

2-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5-6 3 0 3 0 0 0 3 0 3

合計 293 16 309 O 50 50 293 66 359

時間帯
一般交通量 資材等運搬車両 全体

小 型 大型 合計 小 型 大 型 合 計 小 型 大 型 合計

6～ 7 10 0 10 0 0 0 10 0 10

7～ 8 16 3 19 0 0 0 16 3 19

8～ 9 13 3 16 0 2 2 13 5 18

9-10 9 3 12 0 8 8 9 11 20

1(l-11 0 5 0 8 8 5 8 13

11-12 10 0 10 0 3 8 10 8 18

12-13 1 6 0 0 0 5 1 6

13-14 7 1 8 0 8 8 7 9 16

14-15 10 3 13 0 8 8 10 11 21

15-16 15 2 17 0 4 4 15 6 21

16-17 7 1 8 0 4 4 7 12

17-18 8 0 8 0 0 0 8 0 8

18^ヤ 19 1 0 1 0 0 0 1 0 1

19-20 0 1 1 0 0 0 0 1 l

20-21 1 0 1 0 0 0 1 0 1

21-22 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22-23 3 0 3 0 0 0 3 0 3

23-0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1^シ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3ヽψ4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5～ 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 120 18 138 0 50 50 120 68 188
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表-2(3)供用時における廃棄物搬入車両の交通量

予測地点 6(国道465号 :稲ヶ崎 )

1,6()U

全体廃葉物搬入車両一般交通量

合計 小 型 大 型 合計大型 合 計 小 型 大 型
時間帯

小型

5 7777 0 0 0 726-7 72 5

1570 0 0 150 7150 7 1577-8
6 6 101 15 1169 110 08-9 101

94 38 13214 108 0 24 249-10 94

33 1500 24 24 11710～ 11 117 9 126

24 24 105 32 137105 8 ■ 3 011-12
0 0 97 3 1003 100 012^■ 8 97

121 25 146122 0 24 2413-14 121 1

1570 24 24 l18 39118 15 13314-15
12 12 130 18 1486 186 015-16 130

12 127 19 1467 134 0 1216-17 127

6 115115 0 0 0 10917-18 109 6

770 0 0 75 275 2 7718-19
0 0 57 1 581 58 019-20 57

0 38 1 391 39 0 020-21 38

0 300 0 0 3021-22 30 0 30

130 0 0 13 013 0 1822‐′23

0 0 8 0 88 0 8 023-0
2 0 22 0 0 00-1 2 0

1 10 0 0 01-2 0 1

0 0 4 0 44

1

0 4 02-´ 3

0 0 2 0 20 2 03～4 2

11 0 1111 0 0 04-5 11 0

3 300 0 0 275～6 27 3 30

1,8500 150 150 1 608 248υ8 1,706合計
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(3)気象 (風向 H風速)の異常年検定

ア 平成 25年

(ア )風 向

平成 25年の風向別出現回数には異常はみられなかった。

統計期間

検定期間

測定地点

統計期間

検定期間

測定地点

(イ )風 速

平成 25年の風速階級別出現回数には危険率 5%判定及び 1%判定で異常がみられた。

平成15年 1月 1日 (水)～平成24年 12月 31日 (月 )

平成25年 1月 1日 (火)～平成25年 12月 31日 (火 )

坂畑地域気象観測所   Calm■ m/s未満

平成 15年 1月 1日 (水 )～平成24年 12月 31日 (月 )

平成25年 1月 1日 (火)～平成25年 12月 31日 (火 )

坂畑地域気象観測所

統 岳十年＼ lRヽ向 ヽヽ 1: Fヽ: Eヽ E E ES『 SE SSE S SSW Sll WSW WヽW ヽヽ W Ca〕 m
平チ,文 15イ I: 115 η54 853 359 111 78 95 598 869 74 6 8 4971

平成 16年 52 215 621 319 I17 79 121 647 1478 105 3 3 ′1885

半,,党 17イ F 20 60 2′10 577 455 l′11 119 84 138 577 937 187 16 8 2 5199
平成 18午 5′l 240 6′17 ()′ 14 129 98 77 90 390 804 108 14 10 3 5741
FF成 19年 30 94 259 563 37(, 140 102 106 (16 674 985 98 14 4 3 5196

F`成 20年 150 264 542 753 316 174 158 251 909 26 15 19 33 47′ II

平成 21年 S狛 491 681 164 126 148 270 12珀 2 226 21 4 6 10 26 1768
Wえ ,,え 22イ li 153 332 731 104 t05 t03 126 155 401 1793 131 7 23 4021

耳=,友 23イF lう6 330 851 387 127 17′l 165 395 1630 22 10 4 1266
引上′成24て

「
179 406 880 100 137 126 198 341 1208 :04 26 25 449tJ

｀r 均 82 491 589 133 126 126 223 967 585 69 13 6 4829
操4に捕差 705 133 8 257 9 156 9 128 6 223 40 2 423 123 5 479 4 4889 56 2 ′16 あ 1 30 122 496 3
Чl,J党 25年 17(, 291 782 405 111 t40 152 205 393 1515 116 19 17 12 4372
FOれを t う6 010 1 04 1 59 O 08 0 04 2 86 1 51 1 07 0 75 0 63 0 77 0 00 3 66 0 69
危険率 5%停1定 ○ O ○ O O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ ○

危険率 二%判定 ○ ○ O ○ ○ O ○ O ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○

95%信 頼 lX情Iの に限 258 525 1136 981 593 227 232 532 2166 1808 209 13 46 6070

'5%信
頼 区‖1の ド限 0 77 26 20 0 O 0 3587

統 計年＼風 速 (m/s) 10以 ド 10～ 19 20～ 29 30～39 4 0-1 9 5 0-5 9 60-7 9 80以 1「

F,J比 154ユ ′1971 2541 821 267 124 29 t 0

平,l党 16年 4385 2282 969 396 169 67 19

Чを′′え17イ F 5199 2434 82C 214 48 11 1

|`え′Jえ 18イ |: 5741 2078 65t」 218 58 1

′`
l,党 19イ子i 5196 2315 827 293 86 12

r`,,え 20年 4741 3024 74′l 187 3ワ

`

1 0
｀F成 21年 1768 2999 715 201 52 17 0

平成22年 4020 2844 1097 400 107 34 0

rヽ,,文 234: 4266 2857 1023 399 151 4℃ 2
「`ニチ,文 21年 4199 2827 871 316 141 72 23

平 均 4829 2620 855 292 97 31 9 t

標 lF li共 496 ε 333 C 138 9 83 1 ′18 5 23 3 63 18

'1上
チ,文25年 4372 258C 975 422 24つ 103 42 3

FOll笠 0 69 001 2 00 7 34 7 75 22 08 1 05

危険率5%判 定 ○ ○ 〇 ○ ○

危険 卒 1%Il定 O ○ ○ ○ ○ ○ 〇

95%「 iを〔「)(‖ Iの に限 6071 3453 1202 500 218 90 25

95%信 頼lメ ‖|の ドllit 3587 1787 507 84 0 0
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ア 平成 26年

(ア )風 向

平成 26年の風向別出現回数には異常はみられなかつた。

統計期間

検定期間

測定地点

平成 16年 1月 1日 (木)～平成25年 12月 31日 (火 )

平成26年 1月 1日 (水)～平成26年 12月 31日 (水 )

坂畑地域気象観測所   Calm■ m/s未満

平成 16年 1月 1日 (木)～平成25年 12月 31日 (火 )

平成26年二月1日 (水 )～平成26年 12月 31日 (水 )

坂畑地域気象観測所

(イ )風 速

平成 26年の風速階級別出現回数には異常はみられなかつた。

統計期間

検定期間

測定地点

統市i午 ＼瓜向 ヽヽ ti 1ヽ, DヽE IESE SE SSI: S SSW SIV WSW Wヽ W Yヽ ヽヽW ヽ Calm

｀
l′ れ比16を , 8 52 215 349 117 80 79 121 647 1478 105 16 4885

l`′ ナ),t171F 60 210 577 455 !4[ 119 84 1(11, り37 187 2 5199

ドr,戎 18イ ト 9 54 647 344 129 98 77 90 390 801 108 10 3 5741

耳たナj比 19年 30 94 259 う63 373 140 t02 i06 tt6 67′ 1 985 98 14 1 3 5196

平,1文 20イ F 150 261 542 733 3t6 174 161 158 251 909 26 15 4741

H上サl党 21午 193 494 68を 1 292 164 118 270 1242 226 4 6 10 26 4768

|[′
,】え22イ ri 153 104 tOS 103 155 401 18 7 3 23

1え成23年 156 330 851 387 105 127 174 165 395 22 tO 4 7 27 4266

l`′ ,1文 24有 i 179 406 400 137 126 198 198 341 104 26 23 44199

Fヽナ lえ 25イ I= 179 284 782 405 152 205 398 1515 116 17 12 4372

平 均 97 207 523 544 259 136 134 t87 251 1059 509 63 12 8 18 1769

標準 lll't 73 9 273 1 135 6 131 4 210 370 47 3 1277 488 6 498 2 58 2 3 1 35 126 513 1

'Fナ
lし 26Fr 161 345 790 128 139 206 357 1199 134 32 17 29 4407

FO値 0 62 0 87 0 78 1 46 0 89 0 12 0 02 1 74 0 56 0 66 0 46 0 23 0 96 0 05 0 17 0 67 041

危険卒5%判定 ○ O ○ ○ ○ ○ O ○ ○ O O ○ ○ ○ O ○ ○

危1尖率1%側 定 ○ O ①

1207

○ O ○ ○ O ○ ○ O ○ O ○ ○ ○ ○

95°/Of・ i丸l区 ‖Iの [:Jlt 883 587 t89 226 255 571

0

2281

0

1756 209 21 15 49 6052

95%け i沐;l区 ‖|の ド限 O 0 O 205 41 19 3イ185

統「「午＼風速 (m/s) 10以 ド 2 0-2 9 30-39 4 0-′ 1 9 50～ 59 60～ 79 30以「

'F,1文 16幻 i 1885 2282 969 39C [69 イ】7 3

F`成 17午 5199 2434 820 244 18 ti 4 O

1′ 成 18年 5741 2078 659 218 5S 0

平チl文 19年 5196 2315 827 86 31 12 0

平,,党 20年 4741 3024 744 187 32 8 4 O

｀
子ム,友21イ li

′1768 715 201 52 17 ℃ 0

平成22午 40211 2844 1097 400 107 34 0

F`ナ】文234i

F`成 24午

1260

149(J

2857

2827

t023 399 151 40 11 2

871 316 141 72 29

ざ
rll党 251: 4372 258〔 975 422 242 103 42 3

1た 均 1769 2624 870 30g 109 t3

隙41備 iァ
r 313 2 332 2 I夕132 91 9 66 8 32 4 120 1遇

平成26年 4′107 2543 1035 428 231 71 26 2

FO値 0 05 1 09 1 4C 2 75 0 81 012

危険率5%1判 定 O O O ○ O O ○ ○

危1次率1%‖ 定 O ○ ○ ○ ○ ○ O O

95%信中lllX‖ Jの Ll,く 6053 3455 538 276 120 ′13 6

95%信 l,11〔 問の ド1娯 3′185 t799 512 78 0 0
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(1)降雨時の浮遊物質量測定結果

採 取 日 : 平成25年 10月 5日

表-1(1)降 雨時の浮遊物質量測定結果 :日 常的な降雨

埒

∵
Ｐ

計量の方法

」IS K 0102 7 1

」IS K 0102 7 2

JIS K 0102 9

JIS K 0094 8 4

「環告59号」付表9

※印の項 目は、計量証明の対象外

ЛS K 0094は 、1994年 版

IS K 0102は 、2008年版

「環告59号 Jとイよ、昭和46年 12月 28日 環境庁告示第59号 (水質汚濁に係る環境基準について)をいう

計量の結果

地 点 4

2回 目

13:30

小 雨

18.4

182

20

081

30

地点4

lF口1日

10:30

雨

177

176

1.0

35

地点3

斯 司 日

12:50

小 雨

178

176

30以 上

028

9

地点 3

1同 目

9:50

雨

175

17.2

30以上

028

9

地点2

2同 目

12:00

小 雨

17.2

17.1

30以上

0055

ll

地点2

1回 目

9:00

雨

157

167

30以 上

0062

14

地点 l

2回 国

12:00

雨

176

170

21

0.012

18

地点 1

1[ヨ ロ

9:00

雨

170

17.1

0022

28

地点A
2回 目

12:50

雨

178

170

12

0011

36

地点A
1同 日

10:00

雨

165

166

10

0020

42

地点①
ク同 日

12:30

雨

176

170

30以上

00011

4

地点①
1同 同

9:15

雨

170

165

30以上

000076

5

単位

℃

℃

度

m3/s

mg/L

備 考

計量の対象

採取時刻※

天候※

気温※

水温※

透視度※

流量※

浮遊物質量(SS)



表-1(2)降雨時の浮遊物質量涙1定結果 :大雨時

採 取  日 :平成26年 10月 6日

礁町
ф
‐
囀

計量の方法

「環告59号」

付表9

「環告59号」とは、昭和46年 12月 28日 環境庁告示第59号 (水質汚濁に係る環境基準について)をいう

な し

定 量

下限値

1

計量の結果

地点4

2回 目

14:30

510

1回 目

ll:15

1200

地点3

2回 目

14:00

290

1回 目

10:45

1700

地点2

2回 目

13:30

340

1回 目

10:15

1700

地点A

2回 目

12:10

2100

1回 目

10:10

1100

単位

mg/L

備 考

外注に関する事項

計量の対象

浮遊物質量 (SS)



(2)水質調査結果 (定期調査 )

I「

√i上との対象 F,iィ、狂
i「 iψ勇古人

`'Lそ
の方法

地 点 八 Itrkt 地 i〔ワ 地 点 3 よh■1.1 地点①
採コx'+刻 ※

火候※

気 温 ※ ℃

耳ifオ n 11イオ■ llれ
'庁

ィL
'オ

イ■ I青 れ

」S K Ot02 7 1219

水イ七t※

色村※

℃

無 色 無 色

口S K Ot02 7 2

fIS K Ot02 8洋い美色 無 色 無 色

透視度 ※

央気※

度 30必ス I=

熊 央

30屹ス I

無 央

30ン 人ti 302火  li

無 央

30レス li 30,ス  Ii

無 史

JIS K Ot02 9

∫IS K 0102 10 1 1」 考2無 央 〔々央

流 itt※ R1/s 000279 ∫IS K O09′ 181

水素イオン濃度 (p11)
(233℃ ) (235℃ ) (ワ 35℃ ) (235℃ ) (231℃ ) (ワ 26℃ )

JIS K Ot02 1ワ 1

生物化学的駿索要求 キt(BOD)

化学的エアン・索 メ求 h`(CoD)

Ing/1

mx/1

Oう ィ、淋i ∫rs I＼ oto2 2t

∫IS K Ot02 17

溶作
～
ス紫 上(DO)

,子 遊物戸′
1〔 士(SS)

m冨 /1

3

JIS K Ot02 32 1

典Ti59テ ナJ付衣9子ng/1

大腸は,軒敷※

企生素

ヤ

“

)ヽ /tOOml

mg/1

~緊
Ti59テ j」 別イ(2t(1),青 考4

,IS K Ot02 45 2

企、す|

猛モ化物 イ′lン

m寓/[

nH/1

ナIS K Ot02 46 3 1

JIS K Ot02 65 3

備 考

※日」の■111(、 fL(証りすの対象外

"S K O091「

k t991々 J板

担S K 010イ に、2008イ ■,枚

「ズ伴i59オ _と は
'“

れは64■ 2ナJ28 Fi環 境庁T,示 ケ;う 0′ク(水質汚れに係るナャ境ジt‖1について)を いう

表-2(1)水 質調査結果 (定期調査 :平成 24年 7月 ～9月 )

17

,i llの対象 l,1`、狂
i「 上の結果

岳十上の方法
地点A ナl_1)lよ t 地 点 2 地 点 3 ll点 4 地点⑪

保I脚 子亥J※

天候※

気ユたと※ ℃

IIf,れ

'′

fれ 1洋 力. ‖ヤね 1汁オt F汗 れのちより

JIS K 0102 7 1

水 耐 ※

色■1※

透移と度 ※

℃

ィlナ い抜色 れに色

80ウス li

海いサt色

30"ス  |:

洋い,t色

SO売ス Ii 30労ス ti

JIS K 0102 8

∫IS K O102 9度 30をス 1: 30メ |

史気※ 無 央 無 臭 無 央 衝:央 4歓 ),1笑 無 央 ,6 K O102 10(研 Ⅲ考2

流 壮※

水索イオン濃度 (餌 1)

m]/s

(245℃ ) (211℃ ) (239℃ ) (231℃ ) (23 5k3)

JIS K O09′ 181

∫IS Iく 0102t21
(212℃ )

生物イヒ学的競索 要求 it(BoD) mg/1

ng/1

Ii)貿 /1 1未満

36

J「 S K 0102 21

~禁
告59号 J付衣9

化学的 lyた・紫要求 it(COD)

浮遊物質 ≒と(SS)

淋イ「駿紫:と (DO) n】

`′

/1 JIS К 0102 32(
人n歩供,1'「 数※

企生紫

ヤII)ヽ /100mI

印日/1 05

~禁
Ti59ケ 」別rく 21(O ri考 1

チIS K 0102 15イ |

企 lす | mg/1 ,IS K 0102 16 3 1
lf化物イオン m雷 /1 ∫IS K O102 35 3

備 七

※白″)」Ⅲ Ⅲl 1lht証 りlσ )Ⅲナ象クト

WS K O091rk 19o14→ 板

,lS К Ot021= 20084封 恢

「映″1雫 ケ_と は 呼イれ46年 12月 231環 ,ttt Ti示 第59号 (水質汚濁に係る環境え4:について)をいう

13

計 生の対象 Ⅲlイ立
fi lモの結米

尉 Iその方 法
地イIA 地 点 1 地点 2 1也 ri3 地ドヤ1 地点①

採取
'r玄

1※ 9ィ 15

天候※

気 ,こ と※

filケ ), 「1,れ 晴 れ ,「 lttt II,,オt ‖庁オし

JをS K 0102 7 1℃

水温※

色十:l※

℃

'(色

無 色 無 色 無 色 無 色

ナIS K 0102 7 2

∫IS K Ot02 3狩F色

諺視度 ※

央気※

皮 30彦ス I

無 央

302火  | 30を茨 1: SOウス li

れに央

30,ス Ii 30以 1
jIS K Ot02 9

ド K Ot02 10 1備 考2真F史 無 央 微川漢 無 央

流 吐※ m・/s 016 O OOO′ 15 〕IS K 009イ 18′ t

水紫イ剪―ン濃度 (湖 1)

(246℃ ) (247℃ ) (217℃ ) (243℃ )

80
(238k3)

75
(219℃ )

JIS K 0102 12 1

生物化 h́l競索要求 tヽ(BoD)

化学的″′t紫 要求 it(COD)

ms/1

「nH/1

05未満 05米前 05米 満 JIS K 0102 21

サIS K 0102 17

浮 ダ,物 /r/t、1(ss)

漆 存「
yそ・紫 ht(DO)

m8/1

mx/1

~興
告59ケ」付ど(9

JIS K 010,321
人腸歯 lrl'(イx※
/｀ 4紫

WI P＼ /tOOnil

ms/1

~F,tTF59′
′」ヵll(21(1)備 考 A

JIS K 0102 15 1

企 擁

靖モイ笞物イオン
`Iig/1 JIS K 0102 46 3 1

mg/1 ナtS K 0102 35 3

{l号

※印の■

' 

′
k、 i lt十 誼朝 の対象タト

JlS K O094「 k 1991勾 :ナ版

,lS K Ot02「 k200SI刊 版

「策 ti59ら _をは 、]打 れИ6イ |=12'J23「 環境庁 空i示第59ケ (本 質汚渦 に保る喋境 九(■:に ついて)を いう
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表-2(2)水 質調査結果 (定期調査 :平成 24年 10月 ～12月 )

`i ttの 対象 嗚tイ ′ヽ
計 とヽのんi只

計 itの 方 法
地点Λ よ‖l点 t ■LⅢ!ミ 2 地 点 3 地 点 4 地点①

採 Iた

'f女
1承

天 l′天※

気ユiモ ※

と:り !■り |「∫れ 晴 れ 1古 れ 曇 り

無 色

テIS K 0102 7 1

“

に色

水 イヽと※

色対※

透
`)。

度※

℃

度

l↓ 茶色

30売火 I

淡サ☆色

30″哄 I=

JIS K 0102 7 2

IIS K Ot02 814茶 色

30カ火I 30芝ス li 80以 に 302火 1 ,IS K O(029

史気※

“

に央 l正 央 れ(ノ ]

'1:央

4(央 虫(・ナ1 Jltt K 01ω tO t備 考2

流 牡※

水索イオン濃度 (∬ I)

mO/s ∫IS K O09′ 181

」IS K Ot02 12 1
(217℃ ) (219℃ ) (250℃ ) (251℃ ) (250℃ ) (245℃ )

生物化学的酸紫要求 箕t(BOD)

化学的識ヤi"求 ht ttf'D)

溶イl教索it(DO)

m営 /1

52

05米 ′
l

81

∫IS K O102 21

IIS lヽ 010217mg/1

mg/1 IIS Iく Or02 32 1

浮遊物T/t it(SS) Rl日/L 58
~緊

4午 59ケ J4!イく9

大腸歯群数※

企生紫

lヽI)ヽ /tOOmt

m8/1

~緊
件39号 J"∫ ′(21(1)備 考1

チIS K Or02 15 4

企 燐 filE/1 O06 ∫FS K 0102 46 3 1

晴えfヒ l´

′ノザイ引
~ン n3/1 ‖S K 0102 95 3

イJi考

※日Jのイi口「 去 → htliFり 1の対象クト

JIS K O09111 1991有 :l'ス

JIS K0102「 1200844板

「愛 ri59ケ とは
'そ

イれ,16年 12'12811環 境 庁 T,示 ケJ50';(水 質汚沼

'こ

係る環 llと ′、仲について,をいう

iキその対象 ユキ`イ立
れ ■の結果

計 駐の方法
地イIA 地 点 1 地点2 地点 3 FJl(4 11_J!k①

採取時亥I※ 9:35 12:う う

天候※

気 お1※ ℃

4:り 曇 り 曇 り 1とり

ヶIS K O102 7 1

「IS K Ot02 7 2

IIS K Or02 8

水 ,I[※

色相※

℃

沖いA色 lfい 角色 IIい 女色 ′4い丈色 簿い大色 I照 色

透じと度※

史気※

度 30,ス  I: 30≫、1「

1(央

30'ス 1を 30,ス  | 30,大  Ii 30,攻  ti

無 央

JIS K Ot02 9

∫iS K 0102 10 1 111i考 2∫!1央 ■〔央 無 央 夕(史

流 壮※ niむ ハ

(192℃ ) (lS S℃ ) (187℃ ) (182℃ )

∫IS K O09′ IS4

水索イオン濃度 (∬ 1)
(190℃ ) (19 1kε )

JIS K O(02121

生物イヒ学的稜紫要求 it(BOD)

化学帝々Ⅲ′ス・索要剪てヽと(COD)

fii“ /t

ms/1

∫IS K Ot02つ t

IIS K Ot02 17

溶存綾索 it(DO)

浮遊物質 It(SS)

mg/1

「F冒 /

JIS K Ot02 32 1
~黙

告59号J41衣 9

人 l″

1菌 群数※

企空紫

lヽPヽ /tOOR]1

m8/1 13

~巽
4159子 J舛可″(21(I)''そ 4

JIS K Ot02 15 4

年 l′ |

聴化物イオン ng/1

0,035 ,IS F∩ I∩ ?1ら aI

ナIS K Ot02 35 3

備 ′′

※RJの T〔 日Fま 〕 htれ iり〕の対象外

IS tt O091「 t 199(1年 1うぇ

よlS K 0102,I ,008● 4収

I映 年,59サ j_と イI‖

“

れ咀01=12月 28H災 けJナ 告′l、 併】59を (本 !!ん 測に保る共ナ,と 友(H叫 こついて)をいう

1911

11イ立
計 駐の 1‐

・ 来
市 iそ の 方 法

舶■〔′ヽ 地 点 1 地 点 2 地点 3 地 (1 地点①

採取時夕1※

天侠※

気絋※

水温※

色れ※

透視皮※

℃

℃

度

暗れ 晴 れ

tt:50

'汗

オ化 llllれ ‖ド,れ 1古 オL

IIS K 0102 7 t

無 色

30以 ti 30メ L

負(色 無色

30上ス トを

IIS K 0102 7 2

IIS K O102 8

JIS K 0102 9

無 色

30″スI

薄い姑色

80ウス 1130,ス  [i

央気※ l「 央 れにチ_ 無 央 無 央 無 央 無 央 JIS K 0102 10 t備 考2

流 it※

水索イオン濃 1/・ (湖 1)

m〕/s

(116℃ ) (150℃ )

0098 チIS K O09′ 181

∫IS K Ot02 12 1
(150℃

'

(15t℃ ) (153℃ ) (13 5℃ )

4:物化学nt駿索要求 ir(BOD)

化学的駿紫要求 Lヽ(COD)

溶作酸紫 it(DO)

m“ /1

mH/1

ng/t

05未満 05米 ′Ⅲ fIS K 0102 21

∫IS K Ot02 17

口S K Ot02 32 t

浮遊物質 笠(SS, m8/1 t入射 !火イiHi 現 Tf59′′」f,ユ〈9

大‖嚇山群数※

企t繁

予IP＼/100ml

IキⅢg/1

燃T,59を J〃 1表 21(1)lJを 4

JIS K 0102 15′ 1

企 lす | m篤 /1 ヶiS K Oi02 46 3 1

猛こ化物イオン` 〔1ュ B/1 IIS K O102 35 3

lナ
Fサ

※日1のよli′ 1岳 11・ f正 り1の対象外

‖S K O001′ 1 1991れ :1恢

‖もぺOtOツ it 2008η il板

「環 ?15,テ

'と
「 主 H“れH6年 12,12811唆 うと庁 rf不 究59′プ(水 質′ウイlに 係る槃境

'tt‖

:について)をいう

12)119

F生の対象

娑筆3-4



表-2(3)水質調査結果 (定期調査 :平成 25年 1月 ～3月 )

査 11

)1271

if氏 その対象 1lf立
尉 iと の結果

「 亀1の 方法身工fよ へ 地 点 1 I也 ギよ2 ll1 1ミ 3 地 点 4 地′∵ミ①
採収時亥1※

天侯 ※

気 111※
'rれ

Iキオ化 晴 れ 1'fFオ L
'洋'L

イiffれ

JIS Iく OI02 7 1℃

水 ,I.※

色村1※

℃

無 色 lに と生 無 色 ィl′ い歩t色 無 色

rIS K Ot02 7 2

fIS K Ot02 8了fい共色

透視度※

史気※

度 30/大  ti

資(央

30,ス  I 30ルスI:

(々l六

30う、li

無 央

aO)人 |

無 央

30ウス 11

l:央

∫IS K Ot02 9

∫IS K Ot02 tO tイ Ji ′́2■〔央

流 牡※ m./s JIS K O094 8 4

水紫イオン濃度 (plI)
(187℃ )

78
(186℃ ) (185℃ ) (134℃ ) (185℃ ) (189℃ )

〕tS K 0102 12 1

′L物化学 4t繊素要求 it(BOD)

イヒ子nttF・アス・紫要求 hと (COD)

mB/1

「R寓 /1

05未 満

31

05未満 チIS K O10?21

fIS K Ot02 17
溶存繊業 上t(DO)

浮 遊 物 質 竹t(SS) mg/1

JIS K Ot02 32 t
~槃

告59′′J41表 9

大腸 ,Fl半数※

企空索

′ヽ

“

)ヽ /tOOrnI

m8/1

げ

一脚一０５
2 3XtO!

~環
告う9′フJ別ァ(21(1)研F号 1

∫IS K 0102 15 4
企 tす

ヽ

略iイ ヒ物イオン

ms/1

m寓/1

JIS K Ot02′ 1631

テIS K 0102 35 3

`t`

※印の車山′k→ iti[明 のユI象 クト

ISヽ 009111 1991■ :|!l文

WS ttOt021(20084-1板

「黙よう9お _と ′k yl不J16年 12)128F'環 境庁TIホ 第59号 (水 質汚ィ″lに係る環境チ11ド について)をいう

奮十fftの対イよ' Ⅲ位
|「 とこの結果

青十htの方法地 点 ′ヽ lこ li t 地∬((2 地 点 3 地 点 4 ■1((l｀
採収

'キ

多1※

天 候 ※

気凪※ ℃

1古 オ■ 「″れ Jオれ ,1,f々 し ilfサオし lif子れ

「FS K Ot02 7 1
水 I縦※

と生III〉<

透むと皮※

℃

度

洋女 L色

30をスI

沖景緑色

30以 Ii

無 色

30彦ス Ii

)IS K 0102 7 2

■〔色

30,大  l

淡)t色

30上双 L

チ「SK
JIS K 0102 9

央気※ 女(央 れ
'央 無 央 無 央 年 央 共に史 ∫IS K Oi02 10 1備 考ワ

流 it※

水紫イオン没度 (prf)

ηi∫/s

(186℃ ) (191℃ ) (198℃ ) (191℃ ) (192℃ ) (187℃ )

∫IS K

∫IS l、 Ot02〔 2t

生物化学的醸紫 要求 ■(BOD)

化学的繊紫 要求 も七(COD)

溶存駿紫 ht(DO)

mg/1

mg/1

m“/1

32

05未満 05′、おi ∫IS K Ot02 21

川S K 0102 17

∫IS К 0102 32 1
浮遊物質 it(SS) mg/1 1未満

~環
Ti59ケ Jイ (1衣 9

大 lt′,保F肝数※

企空紫

IヽP＼ /tOOmf

m8/1

卸
一
』

79× 102 ６×
一碗

１

一

~身

!イ li59オ J

"!表

2(1)lJ‐ 考 1

JIS K Ot02 15 1
企 lす・ RH/1 O096 ∫IS K Ot02 16 3 1
比正化物イオン ng/1

“

i考

※向)の項 田子よ fl iti正 り〕の対象外

川もK O0911k t901η 苛被

1lS K 0102「 た、200Sイ I:)枚

‐
映 ri59′′_と ■ 1召和16年 12'1281環 境庁告ヵむ,59'テ (水質イケマF川 に係る映rと 九(11に ついて)をいう

I「 上の対象 i:i位 li生その結果
封 11の 方 法地 点 A 地 点 1 地 点 2 「1″ 〔3 地点 1 地点①

採取ユf刻※ 9!20 tO′ 10 8:50

天候※

気ヽイhを※ ℃

41り tとり 4士り ltイ′ 'キ雨 41り   '手 間f 1コ

JIS K Ot02 7 1
水胤※

色札1※

℃

無 色 無 色 無 色

JIS K 0102 7 2

IIS K O102 3lF色
`lFい

燐隷色 ll′ い,t色

透視度※

央気※

度 30以  ti

(々央

30尼火 I 30上ス [i

微川漢央

30以 L

微チ漢 央

30以「 30を文I「

1(央

∫IS K 0102 9

∫G K Ot02 tO t,「 考21に 央 微川漢臭
・′

t:と ※ ini/s O093 000099 JIS K O091 8 4

ガく索イオン没度 (脚 け
(162℃ ) (〔 61℃ ) (163℃ ) (15 4徽 ε) (〔 62℃ ) (1′12℃ )

‖S K 0102 1ラ 1

生物化学的繊繁 要求 壮(BOD)

化学的″(・ 紫 チr求 上と(Cor))

Ii,8/1

よii8/1

05米了出i JIS K O10彦 21

ナIS K O10つ 17

溶イ繊 紫 lt(DO)

浮遂物質 址(SS)

mg/1

〔iiド /1

JIS K O102 32 1

環 ri59′夕J付 プ(9
太陽曲イ昨数※ ′ヽIPヽ /100ml

「i｀ 〔【/1

33)く tOd 環 告う9′′J別 ユく21(1)ll考1

jrS K 0102 15′
l

企空索

企 lrヽ

塩 化物 イ,1ン

m暫/1

K Ot02 35 3

1行 そ

※印の収 11「 kЯ ■れ[明の対イ4外

川S K O094fi、 1991年 ,4又

“

S K Ot02「 1 20084:I Ik

「槃 ↑F59を _と イに ′
'れは6年 12,I?SII黙 境 庁 Tf′ f、 第 50ケ (水質汚 ″こに係る環境 メナ(1■こつぃて)を いう
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表-2(4)水質調査結果 (定期調査 :平成 25年 4月 ～6月 )

√t htの 対象 帯1位
計 |と の結栄

計 4との方 法

地 〕fょ イヽ 地 点 1 地点2 地点3 ll lイミ′1 地点①

採取‖↓友1※

天侯ズ

℃
'Iれ

nfれ 睛 れ 1古れ111f,1化 晴 れ

気温※

無色

∫IS K Ot02 7 1

水温※

色■※

透程度※

℃

無 色

30,ス  Ii

無 色 K色 無 色 無 色 ,「S K OtO鬱 3

JIS K 0102 9度 30"ス fi 30,火 Ii 30ウス ti 30隻ス を: 30,ス  |「

チ_気 ※ 無 央 無 央 れ(プ l 無 央 A〔央 無 央 IIS K Ot02 tO t t,,考 2

流 生※

水素イオン濃度 (騨 1)

m3/s

(235C) (235℃ ) (235℃ )

JIS K O09′ 18′ 1

JIS K Ot02 12 1
(237℃ ) (235℃ ) (234℃ )

有と(I,OD)

化学的 n)ス紫 要求 it(COD)

溶 存縦 莱 hと (DO)

R]g/1

mg/1

mg/1 93 12

05未帝Jl ∫IS K Oi02 2t

t08 Itも Kl)tυ Z 3之 t109

浮 l〆r物 質 hL(SS) m“/1

~黙
告59弓 」付衣9

人 l ッ́サ歯「

'数

※

企空紫

予IPヽ/100「 ni

mg/1

7 9XtO〕
~,モ

(午 59「ナ別衣2 КO備考1

∫IS K O102 45 4

企 I′
｀ fiiH/1 ∫IS K Ot02 16 3 1

姉 化物 イオン ng/1 IIS K 0102 35 3

1抒 七

※日
'の

■1ロ イ
=ド

「■証り1の対象タト

“

SIく OO∪ イ〔
'i l('91′

il坂

JIS K O102「 |、 200Stil板

「祭 Ti59'チ とイkH“ 漁■6年 1ツ 月2311槃 貨庁 Tf示 妨59′′(本 質イケ濁に係る環境
'卜

41,こ ついて)を いう

イこ11

i htの 対象 i■イ、上
∴ド:I('新 ri来

地 点八 地,∵よ1 地 点 2 地点 3 地点 1 地点①

採 ,5(1手 亥1※

天侯※

気ユ‖※ ℃

nf/し 晴 れ

JIS Iく Ot02 7(

水 おと※

色‖※

℃

沖い拭色 7iい 芸色 ∫IS K Ot02 8

透視度※

奥気※

皮 30膠火 I

無 央

30″火Iを

■(史

JIS K 0102 9

∫lS K Ot02 tO t備 考ワ

流 転※
IIS(O09イ 18′ 1

水紫イオン没皮 (wI)
77

(232℃ ) (2′19℃ )

∫IS K 0102(2t

4:物 化学的 lれ
,た
●紫要求 壮(BOD)

化 ′的駿素 ,k it(CO「 ))

IIS K Ot02 21

JIS K Ot02 17

浴イF駿素k((DO)

浮遊物質 吐(SS)

「Rg/1

mビ /1

∫IS K Ot02 32 t

映T,59'ナ 」付どく9

大腸繭群数※

仝牢紫

旧ヽ'ヽ /tOOnt

IilH/1

夢従↑:う0を J川 .(21(1)'I考 4

IIS K 0102 15 4

企 tす F

塩化物イ ĺン ms/1

JIS K Ot02 46 3 1

JIS K O102 35 3

,肯 考

※印のよil i l「 1'|七れ明の対象外

‖もK()001に
' 199′

Ittl lk

J15(0102イ k ワ003イに1故

fttTIS(l

注)調査地点1,2,3,① は、通日調査を行つた。

企 19

fh七 の対 rぢ

'11位

計 hそ の結果
市i lkの 方法

地点A 地点 1 地点2 41〕

`13

地 点 A

採収時夕1※

天候※

気温× ℃

投 り tiり

れに色

4モリ

無 色

と|り と|り ユとり

チIS K Ot02 7 1

負(色
水温※

色(H※

透視度※

℃

度

無 色 沖い大色

30以
「

無 色

80,ス fi

∫IS Iく O10272

1S K 0102 S

IIS K 0102 980以 Iを 30以 上 30売ス li 30以 ti

央気※

“

〔央 猟(央 無 央 無 央 無 ′_ 負(央 チIS K Ot02 10 t r青 考2

流 ht※

水繁イオン濃度 (pfl)

∫/s

(28t℃ ) (223℃ )

037

(217℃ ) (227℃ )

∫ISィ Oヽ09484

丁IS K 0102 12 1
(232℃ ) (220℃ )

生物化学 h勺 破来要求 |■ (BOD)

化学的駿索要求 ht(COD)

溶 存nI(ビ 紫 i七 (DO)

mと /1

Iils/1

05メ、1術 05米 L賄 JIS K Ot02 2t

∫iS

j15К 010232179

浮遊物質 ■(SS) m“/1 祭 TF59ケ J付衣9

大1歩供i】 杵数※

全空索

ヤIPヽ/100m「

ms/1

環Ti59】 J ′J衣 2((1)イナ 考1

JIS K Ot02 15 4

企 l,| fnに/1 IS K Ot02 16 3 1

塩化物イ朔
‐ン ing/1 丁IS K O102 35 3

備 考

※Hjの 項 II‖ fi託 れロブlの対
`子

外

WS K 000イ 1「 1 19944iナ l入

“

Slヽ 0102「 k 2008命 il張

‐
曖 T:59を とは

'1れ
■6イド[2月 281喋境ナrti不第59ケ (水質′|イ

`lに
係る映境九に伴嘉こついて)をいう

資 3-6



(3)水質調査結果 (通 日調査 )

fJ・l介地 点 :A

表-3(1)水質調査結果 (通 日調査)

К岬
∞
‐
『

計 hとの方法

JS K 0102 7 1

‖S K 0102 7 2

JIS K 0102 8

‖S K 0102 9

J6K0102101備 考2

‖S K 0094 8 4

jIS K O102 12 1

1lS K 0102 21

IS K 0102 17

JIS K 0102 32 1

「映イ年59′ッ1付 表 9

「味告69ケナど′jl衣 21(1)ず苛考4

JIS K 0102 15 4

IS K 010ツ 4631

」IS K 0102 35 3

※日〕の項 Hは 、「「 it証りIの対象外

」IS K O094は 、1994年サ板

JIS K 010ゼ は、2008年 版

「映 ti59'ナ とは、ノザ不H46年 12)12311映 境庁告示第59を (水 質汚″luに係る映境 )J怪 4宅 について)をいう

信l htの結米

地″ギ、〔Λ

5り !231

10:10

‖li″ し

22 4

25 6

“

【色

30売ス I:

微腐敗央

0012

74

31

3

88

8

28

0036

590

8110

Iユリ

20 1

262

〕に色

30以 I

微 /灸
l敗 史

00029

70

35

28

68

28

0033

680

6:10

,lf″し

168

258

共【色

30以 ti

微腐敗 奥

00040

74

33

29

62

12

27

0025

590

4:10

ffれ

161

255

無 色

30以 |:

ィ救r^〔 産w

00044

74

31

29

69

27

0048

570

2■ 0

‖f″し

1? 1

25 5

4(仲

30以 |

微″1・ 11又 ■

00044

74

3

28

5(」

3

26

0022

560

0:10

Iff,「し

169

258

4に

“30以
「

微イス■敗 W

00039

29

28

6

26

0024

540

5サ !2211

22:10

,「れ

179

26

“

(/「

30以 |

ィ微麻Irて 室

00047

7′ 1

3

29

6

3

26

0025

530

20:10

‖fれ

178

262

Jに rrI

30以 I:

微 葉ヽ喫

00057

32

28

61

2

25

0028

440

18■ 0

‖‖れ

20 1

26 5

1旺 rrt

30以 に

微 瀧 爽

00056

76

31

3

7

23

0038

130

16110

‖古れ

203

26 8

無 rr

30以 I:

微 漢 喫

00063

76

28

34

74

22

0039

430

14:10

‖lfれ

24 8

288

4【イド

30以 I

徽旋 兜

00036

79

25

10 1

6

ツ

0045

430

12:10

|||∫れ

263

27 5

無了′!

30以 i

微旋 史

00056

80

26

37

101

8

之

0053

300

10:10

也!り

258

255

処 色

30以 |

微 藻 賞

00051

?8

27

35

91

4

19

0041

370

11イ ヤ

℃

℃

度

p‖
イ

ng/1

mЯ /t

mΞ /t

m〔 /1

lヽP＼ /100mI

m営 /t

m自 /1

mg/t

備 を

市「htの対象

採版時刻※

天 l欠※

気祐と※

水お[※

色村|※

透視度※

喫気※

流 ht※

水累イオン濃度 (∬ 1)

′と物化学的l監
‐
紫リス求 it(BOD)

化学的酸紫 要求 ltと (COD)

溶/「勝紫 ht(DO)

浮遊物
lι′
止JIセ (SS)

大腸 l来,l半 数※

全空繁

全lメ |

靖玉化物イオン



表-3(2)水質調査結果 (通 日調査)

調 査 地 点 :1

歴

∞
∞

市I監の方法

IS K 0102 7

IS K 0102 7 2

JlS K 0102 8

1lS K 0102 9

JIS K 0102 10を l"抒 考2

lS K 0004 8 1

」IS K 0102 12

mS K 0102 21

IS K 0102 17

JtS K 0102 32 1
~賞

告 59F′ !付衰9

「麟告 59ケ オ!菱 21(1)備 考 4

JIS K 0102 45 4

liS K 0102 4G 3 1

1lS K 0102 35 3

※印の猿 ‖は、計 htれにりIの対
イ
珠外

JIS K 0094イ よ、1994勺 〕恢

」IS K O102′ よ、2008イ Ii)板
´
棗↑F59を _とは、nl月 И6年 12)128H槃 境ナi・ T,示第59′′(水 質ヤt″上に係る囃境基4tにつ▼

22 1
5)12311

tO:05

11''ヤ L

194

187

,(色

30以「
無 史

00045

77
(242℃ )

05

87

17

0031

330

8:05

|とり

178

183

米 色

30以 i

無 史

00050

77
(2Э 7℃ )

o3人ヨ浩

36

87

2

16

C029

330

6:05

附れ

155

178

無 色

30以 |

無 ′l

000■ 7

76
(227℃ )

05未満

35

89

2

16

0027

320

4:10

1'Fれ

149

17ツ

rttrr

30以 1

無 史

00046

76
(Ⅲ 85℃ )

05

35

89

1

16

0027

320

2■ 0

附 れ

151

173

無色

30以 ト

無 奥

00048

71
(245℃ )

05未
`汁

36

87

2

23 × 101

18

0026

320

0:10

‖f才し

159

187

無 色

30以 li

無 奥

00045

78
(207℃ )

05

34

86

4

16

0029

320

2ワ :10

‖∫fオを

167

186

無 色

30以 !i

負(史

00062

77
(211℃ )

07

12

88

?

13

0037

200

20:10

,卜,れ

177

211

喪【イr

30以 li

4(■

00033

78
(217℃ )

07

38

82

3

17

0032

320

18■ 0

1オれ

192

205

無 色

30売女 |:

4に 史

00047

74
(225℃ )

06

37

86

3

22 X 101

16

0036

320

16■ 0

‖‖ittL

20 1

21 5

無色

30¢火 li

無 奥

0004ワ

77
(222℃

06

39

86

4

16

0036

320

14■ 0

H‖イt

22 1

216

無 色

30以 に

共(史

00057

77
(245℃ )

05

83

6

13

004コ

280

12i20

‖古才し

239

196

無 色

30以 L

子(奥

00066

78
(220℃ )

37

86

12

0038

230

10!10

ととり

22 1

188

に/r

30甍大」「

真(実

00043

75
(244℃ )

06

38

3

12

003と

170

Iiiイ 立

℃

Ic

pl 14

ml【 /t

m寓 /t

ng/1

m富 /1

MlフN/100mI

m質 /1

ng/1

m富 /1

備 考

市 iとの対象

天侯 ※

水 」と※

色相 ※

流 H※

水紫イオン濃度 (』 け

′L物化 学的肱‐繁 要求 ht(BOD)

負と(DO)

'7Jケ

イ′ノJ?τ  ht(SS)

企空素

令 隣

爺イk物 イオン



表-3(3)水 質調査結果 (通 日調査 )

調査地点 :2

礁岬
∞
‐
０

お「hとの方法

JIS Iく 010271

」IS K 0102 7 2

JS K 0102 8

jIS K 0102 9

Jtt K 0102 10 1備 考 2

サIS K 0094 8 4

,IS K 0102 12 1

JIS K 0102 21

JIS Iく 010217

IS lく 0102321

「映告59を 」イナ衣9

「映 T,59を 1別衣21(1)ll i考 4

」IS K 0102 45 4

JIS K 0102 46 3 1

JIS K 0102 35 3

※日〕の項 Hは、計 h七れに明の対象外

」IS K 0094は 、1994イ :ナ仮

」烙 K0102は 、2008年版

「喋 4年 59'サ 」とは、lノ
JれИ6午 12サ J28H典境庁告示第59ら (水 質汚イ」Jに係る囃境 )堂イllについて)をいう

22 | 23

10■ 5

‖止れ

24 4

178

無 色

30上吠 li

共(奥

0 017

77
イクR5イ→)

05

32

108

3

05

0048

33

8■ 0

上Ⅲり

21 2

172

賞(色

30以 に

無央

0016

74
(21″イⅢⅢ

05

35

97

7

05

005

31

6■ 0

‖古才し

165

197

費(イ`

30以 i

J(■

0015

77
(23 1℃ )

07

52

106

7

28× 100

06

005

32

4:10

‖ff才 し

157

15

無 色

30以 |:

無 兜

0016

76
(200(E)

07

4

103

10

22X100
07

0052

32

2■ 0

‖Iヤ ″し

164

164

無 色

30以 L

典(史

0016

77

05太ィ,l

4

86

8

06

0063

34

0■ 0

1,子 才し

173

17

嫌 色

30'茨 li

升(史

00と 8

77
イクイ】7イ

「
】

05

37

87

17

08

0063

22:10

‖f子イし

178

176

典(血

30以 li

夕(史

0017

77

`ク

I ′1鷺全】

47

87

7

06

0032

31

20:10

‖ヤれ

187

185

無 色

30以 li

無只

0017

77
イクoコ 貨令Ⅲ

05未満

37

87

06

0054

33

18■ 0

‖if才し

21

184

賀(41

30以 に

Ⅲ(■

0022

77

`22 2k全

)

05

41

86

11

08

0062

36

16■ 0

RIf才し

22 1

196

′lⅢ い俯色

30以 |

無 猟

0022

77

`215℃
】

05人Й怖

34

89

10

49X103
08

0082

34

14110

‖与″し

27 1

20

′ⅢⅢいよt色

30以 1:

無 え

0023

77

`223貿

2)

15

42

91

13

28 X 101

07

O065

35

12:10

‖lfオし

268

195

沖いぅlt色

30以 i

J(史

0021

78
(218℃ )

05未 満

36

102

3

06

0054

35

10:20

±Ⅲり

265

19

ITい穴色

30'X I

無 史

0019

79

`少

n lv令 ゝ

05未満

39

104

18

05

0046

35

Iit十 立

℃

℃

度

pHイ

FlR/1

ing/1

〔T!質 /1

!ェ 1ビ /1マ

MP沢/100HJ

〔「IB/1

frt質 /1

I1lg/1

ti考

汗}htの 対象

採取
'ヤ

亥J※

ノ、候※

女ty伍 ※

水温※

色ヽ
「
※

透机皮※

央気※

そヽ※

水索イオン濃度 (pII)

生物化学的内女た紫映求 ht(BOD)

イヒ学的腔葉 Ⅲ求 上t(coD)

溶イr駿紫 上t(DO)

浮遊ヤノ
'質

|と (SS)

大 ll歩′′山|イ数※

企牢繁

全燐

塩 イヒ物イオン



表-3(4)水 質調査結果 (通 日調査 )

」→介地′|、〔:①

К岬
∞
‐
ド〇

市111の 方 l去

IS K 0102 7

7g

JIS K 0102 8

‖S K 0102 9

IБ K 0102 1α  l lttl考 2

」IS K 0094 8 4

!IS K 0102 1と 1

JIS K 0102 21

‖SKO'0217

「媒Fi59ケ i付衣9

「災 ti59「′_川表 21(1)備 考4

1lS K 0102 4a 4

JIS K 0102 4t 3 1

7 71 7 7 71 7 ? 7 71 71 71 71 7 K0102333

※印の項 Hは 、市[|た証り!の対
イ
埃外

K39941ま 、1994411仮

K01021ま 、2008イ liナ板

12)12811喋 境庁 1こつ▼

5)1221
10:10

,JFれ

195

169

無 色

30'ス I=

無 奥

000081

74
(214℃ )

05未満

47

86

2

04

0037

3:20

撲 り

183

163
IIに色

3D以 :

無 奥

OЮ 0069

74
(力 7イ】)

0_5未 満

46

86

2

04

l〕 038

6:10

hfれ

157

158

∫(色

30以 1

低 に

000091

74

`ヮ

,9で ヽ

05未満

46

89

2

04

0037

1:20

‖lf才し

15

159

無 色

30以 上

無央

000067

71
(213℃ )

05未 l十

47

87

4

04

0037

2:20

,Fれ

151

16

井(色

30以 L

無
j人

0 0010

74
(207イ弓Ⅲ

05人ィ満

49

86

04

0037

0120

附 れ

158

165

無 色

30以 Ii

無 に

000063

75

`ヮ

164ヽ

05未満

48

86

3

04

004

22:20

HどIれ

166

169

4に 色

30以 I

夕〔lべ

000064

74
(208℃】

05未満

51

85

8

33X103
04

0033

20:20

,,fれ

174

171

無 色

30以 ト

無 臭

000064

75
(24?℃ 】

05木 lW

48

83

04

0011

1815

1,fれ

192

18

無 色

30以 |

虫(片人

000075

75
r,49イニヽ

05未満

48

86

04

0037

16:2t

1ギ iオL

199

186

無 色

30'大

無央

00007

74
(252R3)

03未 r)l

49

83

4

04

0039

14:20

11れ

219

19

“

螢イr

30以 に

無 央

00008,

73
(″られて】】

05人 ,龍

61

88

3

04

0 04

12■ 0

附 れ

239

198

無 色

30以 |:

無 チ¬

000044

75

`ク

loで】

05未満

48

83

03

O037

IOi 5

|とり

227

175

無 色

30以「
無 央

000054

7望

`ワ

ヘ |・C】

05未満

43

91

04

0037

iiiイ 立

℃

℃

度

p‖
エ

mぼ /1

ng/1

m富/L

m営 /t

MPヽ /100ml´

m寓 /1

m寓 /t

m宜 /1

備 考

市 牡の対
イ
塚t

気ィ.L※

あ社チ笠※
tム 宝 ※

流 1た※

水素イオン濃度 (∬ 1)

化学的駿紫要求it(COD)

ht(SS)

全空葉

塩化物イオン




